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Rely talk 

 

現
在
、
和
泉
山
脈
に
計
画

予
定
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が

５
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、

「
和
歌
山
市
環
境
と
大
規

模
な
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業
と
の
調
和
に
関
す

る
条
例
」
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
の
は
有
功
地
域
と
楠

見
地
域
の
計
画
の
２
つ
で

す
。 有

功
地
域
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
先
の
５

月
の
臨
時
議
会
で
有
功
地

区
連
合
自
治
会
を
含
む
５

地
区
連
合
自
治
会
か
ら
「
議

会
と
し
て
反
対
の
決
議
を

求
め
る
請
願
」
が
出
さ
れ
、

請
願
採
択
と
議
員
発
議
が

３
３
人
の
賛
成
で
可
決
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

楠
見
地
域
の
「
和
歌
山

太
陽
光
合
同
会
社
」
が
計

画
す
る
「
和
歌
山
平
井
太

陽
光
発
電
事
業
」
に
つ
い

て
も
、
こ
の
６
月
議
会

に
、
楠
見
地
区
連
合
自
治

会
か
ら
「
市
議
会
に
お
い

て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

の
反
対
決
議
を
頂
き
た

い
」
と
の
請
願
が
提
出
さ

れ
、
２
３
日
の
本
会
議
に
お

い
て
３
４
人
（
１
名
の
増
は

井
本
有
一
議
員
）
の
賛
成
で

請
願
及
び
議
会
と
し
て
「
住

民
の
同
意
を
得
な
い
太
陽
光

発
電
施
設
の
建
設
に
対
す
る

反
対
決
議
案
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

加
え
て
市
議
会
と
し
て
、
県

知
事
及
び
県
議
会
に
対
し
、「
和

泉
山
系
に
お
い
て
お
よ
そ
３
０

０
㏊
の
計
画
が
急
浮
上
し
て
い

る
。
多
く
の
市
民
が
不
安
を
抱

え
た
ま
ま
計
画
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
民
の
安

全
安
心
の
確
保
が
保
障
さ
れ
る

よ
う
、
和
歌
山
県
太
陽
光
発
電

事
業
の
実
施
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
く
申
請
、
森
林
法
に
基
づ

く
林
地
開
発
許
可
申
請
の
審
査

に
あ
た
り
、
判
断
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
」

と
の
概
要
で
意
見
書
案
も
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
議
案
採
択
に
つ

い
て
は
１
０
０
名
を
超
え
る
市

民
の
方
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
力
を
結
集
し
、
危
険
性

の
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
を

撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ 

 

７月３日市議会でメガソー

ラー請願が多数決で可決 

 

 
 
 
 
 

の
り
子
の
週
刊
日
誌
（
主
な
も
の
） 

７
月
２
６
日 

市
駅
前
・
宇
治
交
差
点
宣
伝 

地
域
訪
問 

２
７
日 

自
治
研
総
会 

 
 

 

２
８
日 

地
域
訪
問 

 
 

２
９
日 

河
西
無
料
生
活
相
談 

地
域
訪
問 

３
０
日 

会
議 

 
 

３
１
日 

地
域
訪
問 

８
月 
１
日 

市
駅
前
無
料
生
活
相
談 

 

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。 参

議
院
選
挙
で
と
も
に
た
た

か
っ
た
読
者
の
み
な
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。 

比
例
代
表
で
は
和
歌
山
市
で
日

本
共
産
党
へ
は
１
２
、
７
４
２

票
、
選
挙
区
で
は
野
党
統
一
候
補

の
藤
井
み
き
お
氏
に
４
、
０
１
７

５
票
の
ご
支
持
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
代
表
と
し
て
自
公

政
権
と
真
正
面
か
ら
戦
っ
た
候

補
者
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
公
政
権
へ
の
怒
り
が
共
有

で
き
、
「
憲
法
守
り
、
命
暮
ら
し

を
守
る
政
治
を
」
求
め
、
多
く
の

方
か
ら
共
感
と
激
励
を
い
た
だ

け
た
こ
と
に
、
次
期
衆
議
院
選
挙

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

成
果
を
確
信
に
、
悔
し
さ
を
バ

ネ
に
、
『
ど
ん
な
情
勢
の
も
と
で

も
前
進
で
き
る
力
を
持
つ
党
、
共

闘
を
大
事
に
し
な
が
ら
頑
張
る

党
』
を
み
な
さ
ん
の
支
え
の
中
で

つ
く
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
も

っ
と
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
く
ら

し
の
中
に
広
ま
る
よ
う
み
な
さ

ん
の
お
力
を
お
借
り
し
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
奥
村
の
り
子
） 

 

 

央
新
報
社
説
）
な
ど
の
批
判
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。 

民
意
は
改
憲
で
は
な
く
社
会
保
障
で

あ
る
こ
と
が
各
種
の
世
論
調
査
か
ら
く

っ
き
り
で
す
。「
朝
日
」「
読
売
」「
共
同

通
信
」
が
投
票
直
後
の
７
月
２
２
、
２

３
日
に
行
っ
た
調
査
で
す
。「
朝
日
」
は

「
安
部
首
相
に
一
番
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
政
策
」
は
「
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
」

３
８
％
で
「
憲
法
改
正
」
は
３
％
。「
読

売
」
は
「
今
後
安
部
内
閣
に
、
優
先
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
政
策
」
は
、「
年

金
な
ど
社
会
保
障
」
４
１
％
で
「
憲
法

改
正
」
は
３
％
。「
共
同
」
の
調
査
は
「
安

部
内
閣
が
今
後
、
優
先
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
」
は
８
項
目
で
二
つ
ま
で
回

答
方
式
で
「
年
金
・
医
療
・
介
護
」
が

４
８
．
５
％
で
「
憲
法
改
正
」
は
６
・

９
％
で
し
た
。
国
民
の
大
半
は
社
会
捕

食
希
望
で
改
憲
は
最
下
位
と
明
白
な
の

に
、
ア
ベ
晋
三
と
い
う
人
は
な
に
を
見

て
政
治
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

頭
の
中
は
９
条
と
自
衛
隊
で
い
っ
ぱ
い

な
の
で
し
ょ
う
か
？
（
編
集
室
） 

  

投
票
率
が
過
去
２
番
目
に
低

い
参
院
選
で
ア
ベ
首
相
は
「
国
民

か
ら
力
強
い
信
任
を
い
た
だ
い

た
」
と
強
気
で
、
「
少
な
く
と
も

議
論
を
行
う
べ
き
だ
、
と
い
う
国

民
の
審
判
が
下
っ
た
」
と
改
憲
に

前
の
め
り
姿
勢
で
す
。
だ
が
国
民

の
半
数
も
投
票
し
て
い
な
い
超

低
投
票
率
の
結
果
で
有
効
投
票

で
見
る
得
票
率
で
は
な
く
、
日
本

の
全
有
権
者
の
絶
対
得
票
率
で

見
る
と
自
民
党
は
比
例
代
表
で

１
６
・
７
％
、
選
挙
区
で
は
１

８
・
９
７
％
で
ど
ち
ら
も
２
割
以

下
。
こ
れ
は
２
０
１
２
年
末
に
安

部
政
権
が
復
帰
し
て
以
降
行
わ

れ
た
国
政
選
挙
で
は
最
低
で
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
「
全
有
権

者
の
５
人
に
一
人
以
下
の
支
持

し
か
得
て
い
な
い
計
算
だ
。
こ
れ

で
は
民
主
主
義
の
基
本
と
さ
れ

る
『
多
数
決
』
『
多
数
派
に
よ
る

支
配
』
で
は
な
く
『
少
数
決
』『
少

数
派
支
配
』
で
あ
る
」
（
山
陰
中


